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新
た
に
１
事
業
所
の
給
水
を
開
始

し
た
こ
と
と
、
医
薬
品
製
造
業
な
ど

で
使
用
水
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
料
金
収
入
は
２
、
０
７
２
万
円

（
前
年
度
比
１
９
９
万
円
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

支
出
は
、
人
件
費
の
減
額
で
前
年

度
よ
り
４
２
２
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
結
果
、
３
８
３
万
円
の
黒
字
と

な
り
、
純
利
益
は
借
入
金
の
返
済
の

た
め
の
減
債
積
立
金
に
全
額
積
み
立

て
ま
し
た
。

工
業
用
水
道
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
二
井
田
地
区
の
県
営

大
館
工
業
団
地
及
び
市
営
二
井
田
工

業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
へ
の
給
水

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

極
め
て
良
質
で
豊
富
な
地
下
水
を
安

価
に
、
安
定
し
て
供
給
し
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
企
業
誘
致
の
一
役
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
良
好
な

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
図
り
な
が
ら
、

企
業
立
地
の
推
進
と
地
域
経
済
の
発

展
、
雇
用
の
拡
大
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

３
８
３
万
円
の
単
年
度
黒
字

工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算

平成16年度

平成16年度公営企業決算状況

給水事業所数

配 水 能 力

年間総配水量

１日最大配水量

１日平均配水量

19事業所

5,300杉/日

559,434杉

2,690杉

1,532杉

給水状況 
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年間総配水量の推移 

料金収入
　 万円
　　（ ％）

不足額不足額
万円万円

不足額
万円

借入金の償還元金
　 万円（ ％）

収　入
4,411万円

支　出
4,028万円

減価償却費 
　 万円
　（ ％）

借入金の 
支払利息
　 万円
　（ ％）

工業用水を工業団地の　工業用水を工業団地の　 
各企業に送るための費用各企業に送るための費用

万円万円
（ ％）

工業用水を工業団地の　 
各企業に送るための費用

万円
（ ％）

一般会計 
　　繰入金収入
　　 万円
　　　（ ％）

その他 
万円
（ ％）

純利益 
万円

借入金の返 
済のために 
積み立てま 
した。 

不足額は損益 
勘定留保資金 
等で補てんし 
ました。 

収益的収支 平成16年度大館市工業用水道事業貸借対照表
（平成17年３月31日現在）

（消費税抜き） 
〈工業用水道事業の運営に関する収支〉 

資本的収支 （消費税込み） 
〈工業用水道事業の整備に関する収支〉 

収　入
0円

支　出
841万円資　産　計

8億9,692万円

流動資産
1億1,037万円

固定資産
7億8,655万円

資
　
　
　
産 

資
　
　
　
本 

資本剰余金
1億2,392万円

自己資本金
2億5,144万円

借入資本金
5億1,270万円

流動負債 
　　187万円 

負債・資本計
8億9,692万円 

利益剰余金 
　　699万円 

未払金や預かり 
金などの将来に 
支払う必要のあ 
る金額です。 

一般会計から 
の出資金や積 
立金を取り崩 
した金額です。 

企業債などの 
借金の残高で 
す。※民間企 
業では負債に 
分類されます 
が公営企業は 
資本に分類さ 
れます。 

建物を建設す 
る際に受けた 
補助金や負担 
金などの金額 
です。 

各種積立金や使 
い方をまだ決め 
ていない利益の 
金額です。 

現金・預金や 
未収金などの 
固定資産以外 
の資産です。 

取水場、配水池、 
送配水管など工 
業用水道事業で 
所有している資 
産の価格です。 
取得後の経過年 
数により減価償 
却した後の金額 
です。 

お問い合わせは、上下水道部管理課　 55－1297まで 

設備投資に 
要する費用 
万円
（ ％）


